	２５年度 第５回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　８月２１日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　立花　茂、佐々木　昌浩、安彦　茂、
長谷川　圭三、本舘　広樹、大友　一匡
　　　常務理事の現在数（会長、副会長を含む）１０名

　　　出席理事　１０名　欠席理事　なし
　　　常務理事会は成立した。
　・　その他の出席者　　　監事　三浦　康弘
常務理事会開催の辞を山田副会長が行い、阿部会長の挨拶のあと議事に入った。
議事に先立ち、平成２５年度第４回常務理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に大友理事、本舘理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　８月　３日（水）　技術講習会

　８月１９日（月）　ピンクリボンフェスティバル第２回推進

委員会
　８月２１日（水）　第５常務理事会
　８月２２日（木）　宮城県民会議（原発）

　８月２４日（土）　宮城ＣＴリフレッシャー研究会
　　　　　　　　　　　　青森県放射線技師会社学術委員会

研究会

　８月２５日（日）　静脈注射抜針講習会
　８月３０日（金）　前川村理事叙勲祝賀会

　８月３１日（土）　宮城ＭＲＩ研究会

　８月３１日（土）　日本放射線カウセリング養成講座
　　～９月　１日（日）

　９月　６日（土）　第支部勉強会
　９月　７日（土）　放射線安全センター講習会
　　　　　　　　　　　第３支部勉強会

　９月１１日（水）　第６常務理事会
　９月１３日（金）　みちのく核医学の会

　９月１４日（土）　東北ＣＴ技術研究会（新潟）

　９月１８日（水）　第１１回スキルアップカンファレンス
　９月２０日（金）　日本診療放射線技師学術大会
　　～２２日（日）

　９月２５日（水）　第３回理事会
　９月２９日（日）　ピンクリボン街頭キャンペーン
②議　題　　
１．日本診療放射線技師会の永年勤続表彰及び功労表彰推薦依頼について
　立花総務部長より、日本診療放射線技師会から永年勤続（３０年・５０年）の表彰推薦依頼が来ていることの報告があった。表彰委員長に推薦書類一式を送った。

立花総務部長は事務局に該当者のリストアップをお願いした。
締め切りが１１月であるため、９月中に資料を出すことで出席理事の全てが了承した。
　功労表彰については①役員功績者と②診療放射線業務功績者の推薦依頼である。①は該当者がいない②は保健医療に関する研究、発明、発見及び考察を行った個人または団体や極めて困難な勤務条件の下で職務に献身精励し顕著な功労があった個人または団体や特に他の模範となる善行があった個人または団体という事である。
· 理事の多数から、他の模範となる善行があった個人という事で、福島原発事故での被ばく相談等に貢献している村井前法人部長を推薦できないかという意見が出た。
以上のことから、会長から本人に打診することで合意した。
２．日本診療放射線技会生涯学習カウント賛同研究会への担当者選任について

立花総務部長より、生涯学習カウント申請に賛同して頂いている各研究会に、担当者を置いて頂くと総務部としては運用がしやすいため、担当者を選任して頂けるような依頼文（案）を出してはどうかとの提案が出された。
　提案について協議した結果、便宜上担当者を選任してもらう事は良いが、直接、各研究会の事務局と連絡を取りあう事でも支障はないと思われることから上記の依頼文は出さないこととし、次回の常務理事会に於いて前回の常務理事会でも議題になった各研究会の共催・協賛・後援依頼について一緒に協議することとした。
３．後援依頼について
　本舘法人部長より、資料を提出して、法人部の村井理事に宮城県放射線技師会による原発事故対応に関する講演の承認を依頼された。講演内容と会場は
①「自治体（住民）との信頼関係」（青森県技師会）
②「宮城県放射線技師会における被ばく相談への取り組み」（秋田県技師会）

③「診療放射線技師会（職能団体）としての災害対策」

宮城県放射線技師会における「心のケア」

　（日本診療放射線技師学術大会）である。
　さらに、放射線のリスクコミュニケーションを担当された専門家の方々への面接調査として村井理事に調査対象者である。
　以上の講演依頼及び調査依頼に関して、個人に来ていることから、出席理事の全てが承認した。

４．県第２２回総合学術大会について
　大友学術部長より、資料を提出して、第２２回総合学術大会のシンポジウム案とランチョンセミナー（案）について報告があった。

　シンポジウムテーマは「デジタル時代の地域連携を考える」
シンポジストの内容は
１．ＰＤＩでの受け渡し

２．クラウド

３．中規模施設のＰＤＩ

４．開業医と大病院連携

大友学部長は、以前、学術大会で「ＰＤＩの受け渡し」について、技師会の方で対策を勧めてくれないかと言われていた事、現在ＰＤＩの受け渡しは頻繁に行われているが問題がまだまだあることで、このテーマを選択したことを述べた。
　協議の結果、シンポジスト２題がメーカーであることと、背景と現状の問題提起を含めた基調講演があった方が良いとの意見が出された。以上、再度内容を検討してもらうこととした。
　ランチョンセミナーについては、無理しない方向で計画してもらうこととした。
５．定年退職者への記念品贈呈及び祝賀会等について
　佐々木（昌）福利厚生部長より、前回の常務理事会で協議した内容をふまえて、次回理事会の提案の仕方として４項目を資料として提出した。

　項目内容は

①現状維持

②定年自己申告へ移行

③永年勤続（６０歳）表彰（定年退職記念祝賀会は廃止）

④廃止

　協議の結果、佐々木（昌）福利厚生部長が提案した４項目で理事会に提案することした。
　但し、提案する資料として、常務理事会としては、退職記念祝賀会を始めた主旨を尊重したい事と退職の定義がさまざまになってきている時代背景と現状と公益法人でのコンプライアンスがあるが継続していきたいという主旨を書いたたうえで③を勧めたいことを述べる資料を作成して審議してもらうことで、出席理事の全てが同意し、承認した。

６．諸規定等の制定について
　公益法人推進委員会の前谷津委員長（副会長）より、資料を提出し、７月２４日、第２回公益法人推進委員会における諸規定の整理案について検討した資料を提出して報告を行った。
①公益法人としての新たに整備した方が良いと考えられる規程
　１）講師、研修会謝礼に関する規定

　２）支部規程の見直し
組織運営規定で統一する
②削除しても良いと思われる規程

　１）総則、会員規程

　２）学生に関する規程

　３）研究会・同好会の育成、促進に関する規程

③検討すべき規程
　１）学術奨励金規程と表彰規程

　２）ホームページ運用規定

　３）役員及び会員に関する謝金規程

　４）慶弔規程

　５）第６条

などである。

全体についてはまだ提案できていないが、次回理事会までに委員会を１，２回開催することを述べた。
－　長谷川事務局長は、諸規定の中に迅速にできるように内規の中に組み込んではどうか。さらに、問題なのは会員の資格喪失に係わる定款や会費納入規程であると思うと述べた。
-　　山田副会長は、新法人後に最初に手がけるのは

　　　会費納入規程であったと記憶している。その他のことは旧社団法人に準じて運用することにそう問題はないようであることを述べた。
· 前谷津副会長は、９月の理事会で検討の概要をしめして、１０月の理事会で優先して決めることを整理する事を提案した。
· 会長は次回の常務理事会で特化して検討することとしてはどうかと述べた。
· 安彦理事は必要とされる規程以外のものについては規程として定めてしまうと返って自分の首を絞めることになりかねないため、内規の形で、理事会で決めていけばいいのではないかと述べた。
　以上、次回常務理事会まで、整理することで、質疑を終了した。
７．放射線管理業務検討委員会の名所変更について
　阿部会長は、現在の放射線管理業務検討委員会は
放射線管理を中心に検討する委員会であるが、現在は
日常点検や放射線に関する全般的な管理常務をしては
どうかという意見があることから放射線業務管理委員会
とした名所に変更を考えていると述べた。
今回、日常点検の書式を作成してホームページに

アップしている。今年度は装置の管理と教育の書式を作
成して県とタイアップすることを目標としている。
· 中身は大きく変わるわけでないので変更は良いのではないかとの意見があった。

· 立花理事は機器管理士班委員会では日常管理をやろうとしていると述べた。
· 安彦理事は両者で話し合いをして、すみ分けを行ってはどうかと述べた。
· 前谷津副会長は業務管理の役割は安全管理を主に全般的な事をやって貰い、機器管理士班は機器管理を行う事で整合性は取れるのではないかと述べた。
　以上、機器管理士班と話し合いを持って、お互い前向きに検討することで、出席理事の全てが同意した。
８．監事から
　三浦監事から、

①会計監査の補助人契約を行う
②定款にあるように、駐車場に事務所の公告を行うことを指摘された。
①については、半期に決算を行い、最終的に決算を見てもらう契約をしている。
②については早急に設置することとした。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
①医療功労賞受賞候補者の推薦について
　立花総務部長は、前谷津副会長より、医療功労賞の
推薦者への打診が出来たことを述べた。
2 日本診療放射線技会生涯学習カウント申請状況
　・みやぎＣＴリフレッシャーズ研究会カウント承認

　・宮城ＭＲ技術研究会カウント申請中
2． 学術部
　大友学術部長は資料を提出し、①技術講習会②静脈注射抜針講習会第１１回スキルアップカンファレンスの報告を行った。
　①は参加者２２名（会員:１９名，非会員:３名）で、講義内容やＣＴＤＩ測定は十分に理解できたと思われるが、受講生が実習に積極的に参加できるように、少人数の分けて行う事が良かったと感じたと述べた。②については２８名の申し込みがあった。③については９月１８日開催、内容は胸部領域として「気管支体操」、当院の検査紹介として「乳房撮影～当院における基本撮影から応用～」
を行う。
３．　法人部
　本舘法人部長は資料を提出し、①機器管理士班幹事会議開催について②ピンクリボンフェスティバル第２回推進委員会③ピンクリボンスマイルウォーク④被ばく相談に役立つ研修会の開催について⑤角田市保健福祉まつりについての報告が行われた。　①は７月２４日開催、②は７月１８日、法人部長が出席する。③については福利厚生部と④は現在の参加者１５名、定員は５０名であることから

⑤については参加の申し込みを行っているが未定の状況で、第４支部長に逐次状況を取っていることの報告であった。
４．　広報部
　山田広報部長は資料を提出し、会報ＭＡＲＴ８０号発送について報告を行った。

　会報ＭＡＲＴ７００部印刷、７月２５日、会員情報確認書と一緒に袋詰め、７月２６日発送した。会員からのあて先不明での戻りが２名あり、再度あて先を確認後発送。
５．　財務月例会計報告（平成２５年７月分）
1 収支報告
1． ８月２０日現金残高、１８０，１４６円

2． 手元現金化なし
3． 日本診療放射線技会より、フレッシュマンズセミナー開催助成金６１，２８０円入金
4． 広告料金１２０，０００円入金
5． 賛助会費２２０，０００円入金
6． 漏洩線量測定費用３０，０００円入金
②　通帳残高報告
郵貯銀行　　残高　４７２，９７４円

七十七銀行　本店　　　残高　６０２，０６５円
〃　　　　　〃　　　 　残高　５，６４８，７４６円

　〃　　大学病院前　　残高　１，２４７，５５２円
７．事務局
　長谷川事務局長より、会員異動の資料を提出し、報告が行なわれた。
①　会員異動
１．　新入会員　
　　戸森　聖治　　国立病院機構仙台医療センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北里大学Ｈ２１年卒
　　菊地　隼人　　宮城県立循環器・呼吸器病センター
　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県立医療大学Ｈ２５年卒
　　吉井　佑　　　宮城県対がん協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　斉藤　拓真　　東北大学病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２５年卒

　　工藤　沙也香　仙台市立病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京首都大学Ｈ２４年卒
　　菊地　美幸　　　仙台市立病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学Ｈ２４年卒

　　松葉　邦陽　　仙台市立病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学保健学科Ｈ２４年卒

　　阿部　頌平　　　宮城厚生会泉病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学Ｈ２５年卒
　　中出　荘十　　　仙南中央病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒沢大学Ｓ４６年卒
２．　再入会　　なし
３．　県内異動　
　　杉山　修　　　　　内科佐藤病院

　　　　→　　せんだい総合検診クリニック
４．　転　出　　なし　
　
5． 転　入　なし
6． 退　会　　なし
会員数　　５１８名
賛助会員

　社名･代表者変更　

　（株）エルクコーポレーション　

→　（株）キャノンライフケアソリューションズ

　伊藤　章　　　→　斉藤　昇

代表者変更
　（株）日立メディコ　藁粥　一徳　　→　坂本　洋

以上で全ての審議が終了し、議長の阿部会長を解任、前谷津副会長が閉会の辞を述べ、２１時３０分閉会とした。
２０１３年　８月２１日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事   大友　一匡　㊞
常務理事  　本舘　広樹　㊞
